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1. 『絵巻平家物語（三） 文覚』（ほるぷ出版）より　1986 年　個人蔵

2. 『絵巻平家物語（三） 文覚』（ほるぷ出版）より　1986 年　個人蔵

瀬川康男　Yasuo Segawa ���� ～ ����

　����年代、『ふしぎなたけのこ』や『いないいないばあ』

など、数々の絵本を発表し、絵本界で注目を集めた瀬川

康男。���� 年、都会の喧騒からはなれ、群馬県の北軽井

沢に移り住んだ瀬川は、植物や動物の写生を通して、自

然が生み出す形と向き合っていきました。

　���� 年、瀬川は長野県の青木村の古い大きな家に居を

移します。「坦雲亭」と名付けたこの家で、友人や愛犬た

ちとの交流を深めながら、自作の絵本や壮大な歴史絵本

『絵巻平家物語』シリーズなどを生み出していきました。

この時期から「坦雲亭日乗」と題した日記を書き始めま

す。晩年まで記し続けたこの日記には、画家が生きた時

間のすべてが記録されています。

　本展では、日記「坦雲亭日乗」やノートにつづった画

家のことばを手がかりに、絵本原画、タブロー、スケッ

チなどの作品を約 �� 点展示します。「絵をつかまえて生

きようと思った」と語った画家・瀬川康男の絵にかけた

思いと人生に迫ります。

絵から　ものがたりが　生まれる

ものがたりから　絵が　生まれる

その　あわいのところで

おれは　生きていきたい

瀬川康男

����年愛知県岡崎市生まれ。��歳より日
本画を学び、��歳で油絵を始める。����年、
初めての絵本『きつねのよめいり』を出版。
����年『ふしぎなたけのこ』で第�回BIB
グランプリ、����年『やまんばのにしき』
で小学館絵画賞、����年『ぼうし』で絵本
にっぽん賞大賞、講談社出版文化賞絵本賞、
����年国際アンデルセン賞画家賞次席、

����年『清盛』でBIB金のりんご賞、����年『絵巻平家物語（全�巻）』で産経
児童出版文化賞大賞など、国内外の受賞多数。����年に群馬県の北軽井沢に、
����年より長野県青木村に住み、絵本と並行してタブローの制作も続けた。

〈没後 ��年〉瀬川康男　坦雲亭日乗―絵と物語の間
たん うん てい にち じょう あわい

たんうんてい

たんうんてい  にちじょう

たんうんてい  にちじょう
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3. 『絵巻平家物語（八） 忠度』（ほるぷ出版）より　1989 年　個人蔵

5. 「緋にとぶ」　2005 年　個人蔵4. 「月にとぶ」　2005 年　個人蔵

坦雲亭のアトリエの再現　※安曇野ちひろ美術館にて（2019 年）

6. 『ぼうし』（福音館書店）より　1983 年　ちひろ美術館蔵 7. 『ひなとてんぐ』（童心社）より　2004 年　個人蔵 8. 『かっぱかぞえうた』（福音館書店）より　1994 年　ちひろ美術館寄託
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　 　  瀬 川 康 男 の「 日 乗 」をひもとく
���� 年以降、画家は、��� 冊におよぶノートに日々の出来
事や心に浮かぶことばを記し続けました。画家が生きた証
ともいえる日記「坦雲亭日乗」のことばを紹介し、絵にかけ
た渾身の思いをひもときます。

みどころ

　 　  � 年を費やした『絵巻平家物語』
平家の栄華から滅亡までを描いた「平家物語」。この壮大な
物語を、瀬川康男が � 年の歳月を費やして完成させた『絵
巻平家物語』シリーズから、� 巻の絵本原画を一堂に展示
します。

みどころ

　 　  「月にとぶ」「夢にとぶ」「緋にとぶ」 
　　　―連作がそろう
����年に描かれた“ふくろう”の連作「月にとぶ」「夢にとぶ」「緋
にとぶ」。大きなタブローとしては最後の完成作であった連作
� 点がならびます。

みどころ

　 坦 雲 亭 のアトリエ
一気呵成に筆を走らせて完成させた早描きの「観音
像」、自画像とも呼んだタブロー「不動明王像」、愛用
の画材類 ⸺。展示室の一角では、坦雲亭のアトリ
エのイメージを再現します。

みどころ

　 　  「自作自演」の絵本
　　　―愛したものをモデルに
���� 年以降、瀬川は絵とことばの両方を手がけた絵本の制作
を始めます。表情豊かな愛犬“オビ”や“チー ”、“草の下の人たち”
と呼んで親しんだ河童が登場する作品など、ユーモアとあたた
かさが感じられる自作の絵本も紹介します。

みどころ

にちじょう

たん   うん   てい

たんうんてい にちじょう

いっ き    か   せい



　ドロンコになって遊んでる子どもの姿が描けなければ、ほん

とうにリアルな絵ではないかも知れない。その点、私の描く子

どもは、いつも、夢のようなあまさが、ただようのです。

　しかし、この「子どものしあわせ」の表紙は、そうした迷いを

すてて、ほんとうにうれしく描けました。私は、工場の勤労者

の生活は深く知らないかもしれませんけど、母と子の姿なら

知っています。私も、子をもつ母親だからです。

　迷うことなく、スッキリした、ある意味では少々モダンなも

のを、思いきって描こうと決心して、絵筆をとりました。

「子どものしあわせ」の表紙絵を描いて　いわさきちひろ　���� 年（抜粋）

　いわさきちひろは ���� 年から没する ���� 年まで
の �� 年間、月刊雑誌「子どものしあわせ」の表紙絵
を描き続けました。毎月、臨時増刊号も含めると約
��� 点に及ぶ作品群からは、それぞれの年代の作品
の傾向や特徴など、ちひろの画業の中期から晩年ま
での変遷をたどることができます。
　本展では、ちひろが描いた「子どものしあわせ」
表紙絵の初期の作品から絶筆「あかちゃん」までの
�� 年の軌跡を、ピエゾググラフ作品と当時の雑誌な
どの資料で紹介します。
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9. スイートピーとフリージアと少女　1963 年　雑誌 「子どものしあわせ」1963 年 3・4 月号

10. あかちゃん ( 絶筆 ) 1974 年 雑誌 「子どものしあわせ」 1974 年 8 月号

11. スイートピーと少女 1973 年 
雑誌 「子どものしあわせ」1973 年 9 月号

12. バラにかくれる子ども 　1972 年 
雑誌 「子どものしあわせ」1972 年 5 月号

13. あやめ　1973 年 
雑誌 「子どものしあわせ」1973 年 6 月号

いわさきちひろ
 子どものしあわせ―12年の軌跡

雑誌「子どものしあわせ」　
1969 年 6 月号表紙
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＊ピエゾグラフ作品：ちひろ作品の色合いや風合いをデジタル情報として保存し、最
新技術による耐光性のある微小インクドットで精巧に再現した作品


